第36回L-band RF Gun開発G打ち合わせ

日程：2011年12月20日（火曜）

時間：13時30分より

接続：WEBEX＋MCU2

出席者：早野、倉本、高富、浦川（KEK）、川瀬、加藤（阪大）、飯島、細田、栗木（広島）

○阪大川瀬氏（磯山先生代理）より阪大LバンドRF電子銃製作の現状について報告があった。

追加工のため遅れていた冷却配管のロウ付けを今週から来週にかけて行う予定。この工程を年内に終わらせる。その後、空洞をKEKへ移送して周波数および電場の確認を行う。高パワー試験の予定についても協議したい。

Q：STFでの冷却水の状況は？

A：予算がないので用意できていない。阪大空洞を試験するさいは繰り返しを落とさざるをえない。

○KEK早野先生よりSTF/量子ビームの状況について報告があった。

現在電子銃下流のビームラインはほぼ確立し、明後日にクライオの排気が開始される予定。RF電子銃空洞はCold-boxの修理のために予定より遅れて、現在復帰作業中である。現在カソード蒸着系と空洞を接続しており、カソードと空洞端面との面出しを行っている。

Q：今後の見通しは？

A：エージングをCsTeあり、なしでおこない、三月のビーム出しまで準備をすすめる。１月半ばには具体的な予定がはっきりする。

その他

量子ビームの予算手続きは、他の予算と同様に震災モードで全体として一ヶ月遅れで進行している。

次回会合は2012年1月24日（火）午前13時30分から。

文責　栗木　

